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    Gymnodinium sp. (tentatively named as G. type'65) is a main causative organism of red tides 
occurring frequently at Omura Bay since 1965. However, the toxicity of this species to aquatic 
animals has still remained doubtful. This study demonstrates the lethal effect of G. type'65 on the 
rotifer,Brachionus plicatilis. Culture of  G. type'65 displayed the lethal effect on the rotifer more fetal 
 in exponential growth stage (24-hr. Tlm : 3.3  cells/ml) than in stationaly stage (24-hr. Tlm  :  195 
 cells/ml)  . If the living cells were filtered out or destroyed by ultrasonics, the suspension of G. type'65 
even at the high concentration of  8~10 x  104  cells/ml completely lost the lethal ability to the rotifer. 
These facts indicate that the existence of living cells is strictly essential for G. type'65 to display the 
lethal effect on the rotifer.
大村湾では1965年 以来,Gymnodiniumの 一種,(以
下,Gymnodinium'65年 型種 と記載す る)に よる赤潮
が多発するようにな り,特 に1965年 には大 きな水産被
害 を与 えた(1)。 当時,魚 類の死亡が本種 の魚毒性 に
よると疑 われなが らも,実 験的に有毒性を証明す るこ
とがで きなかった。その後,守 時(2)は モルモッ トを
用 いて,本 種 にその副交感神経 の伝達 を阻止 する作 用
が あることを証明 し,岡 市 ら(3)は 本種の脂溶性 画分
にヒメダカに対する微弱な毒性 を認 めた。 しかし本種
の水産生物 に対する直接的な致死効果についてはまだ
十 分 に は確認 され て いな い。本 実験 は,Gymnodi-
nium'65年型種 が シオ ミズ ツ ボワム シBrachionus
plicatilis(以下ワムシと略記す る)に対 して極 めて強い
致死作用を示す ことを確認 し,さ らに,ワ ムシに対す
る本種の致死作 用の特 徴につ いて も若干の検討 を行
なったものである。
Table l Chemical composition of artificial
       culture media.(NH-15)
NaCl    24.Og   KNO、      100 .Omg
KCI      O .6g   Tris(pH7.8)*   0.49
MgCl2・6H20 4.5g  EDTA-2Na   10 .Omg
MgSO4・7H20  6 .09  Metals T2)    5.Oml
CaC12     0.7g   Thiamin-HCI  10 .Omg
Sulfidesl)   5.Oml  Biotin       1 .0μ9
K2HPO4   10.Omg  Vitamin B1、    1 .0μ9
              Triple distilled water 925 ml
1}Sulfides mixture per 1000 ml triple d量stilled 
water
 NH4Cl O.2 g K2HPO、0.1g  NaHCO30.2 g
 MgSO4・5H20 0.04 g  Na2S・9H20 0.19
2)Metals mixture T per↓00 ml triple distilled water
 FeCl3  5.O mg  MnCl2. 1.O mg
 H3BO3  5・O mg  ZrOCI2 2.O mg
 NH4VO3 0.5 mg  BaCl2  1.O mg
 K2CrO4 0.2 mg
 Tris is adjusted to pH7.8 in a stock solution.
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Lowering　of　the　lethal　effect　of　Gvyinnodiniton　tyPe　’65　on　the　rotifer　w’ith　repeated　uses　of　the’
test　suspension．
異なるにもかかわらず，死亡数はいずれも3～6尾で
大きな変化を示さなかった。
　2）ホールグラス上にG．’65年二種を3650細胞含ん
だ2m£の培養液と，15細胞含んだ0．4　meの培養液とを用
意し，ワムシを前者には30尾，後者には20尾収容し（水
温230C），収容後の死亡経過を経時的に観察した。経過
時間の対数に対する累積死亡率を正規確率紙にプロッ
トしFig．3に示した。比較のため通常の毒物である
フォルマリンを用いて実験した測定例も併示した。G．
’65年型種の収容細胞数が多い場合には，両者の間には
直線関係が成立し，フォルマリンの場合と同様，経過
時間の対数に対してワムシの死亡尾数は正規分布して
いるが，G．’65年型種の収容細胞数が少ない場合は経
過時間の対数に対してワムシの死亡尾数は正規分布せ
ず，時間の経過とともに致死効果が弱まることがわか
る。このことは，G．’65年三種の活力がおとろえるか生
細胞がなくなるためと考えられ，事実，長時間経過後
には検鏡によって生細胞を確認することはできなかっ
た。
　3）G．’65年三種の細胞懸濁液0．3Sm尼中にワムシ6
尾を収容し，6時間後それらの生死を判別し6尾全部
を取除き，同一懸濁液中で再び新しいワムシ6尾の6
時間後の生死を判別する試験を繰返した。結果はFig．
4に示したように，G．’65年型種の致死効果は回を追う
ごとに弱まった。比較のため行なったフォルマリンに
よる実験では，毒力の減少は認められなかった。
ワムシ以外の生物に対する致死作用
　ワムシ以外の生物に対するG．Vimiodii？iu〃i7’65年二
種の致死作用を調べるため，アルテミア・4　rtem　ia
salina，フサコケムシBit9～t］’（1〃C・1’iti〃a，海水に馴化し
たメダカ0ノニvz　ias　latiPesについてワムシと同様の試
験を行なった。
　艀化直後のまだ開口していないアルテミアのナウプ
リウス幼生7尾を濃度3000細胞／meのG．’65年型種の
細胞懸濁液（約5m2，23℃）に収容したが，24時間経
磐鷺鷺謙瓢襟繍齢1ぎ
’65年型種の細胞懸濁液（約10me，250C）に収容した
が，24時間後全く異常は認められなかった。
　さらに，体長約3cmのメダカを濃度約5000細胞／me　O）
G．’65年三種の細胞懸濁液（約100me，23℃）に3尾収
容したところ，24時間経過しても異常は認められな
かった。しかし，1978年8月に大村湾で発生した本種
による赤潮から採取した海水（4×104細胞／me）では，
収容した3尾が6～24時間後に全部死亡した（約100
m2，23℃）。このことからメダカに対する本種の有害性
を全く否定することはできない。
他の赤潮生物のワムシに与える影響
赤潮原因種とされている5種のうちGymnodinizam
6 Gymnodinum　sp．のワムシに対する致死作用
nelsoni，　Eutreptiella　sp．は，ワムシに対して致死作用
を示さず，むしろ餌料となりうる（未発表）。Olistho－
discus　sp．は致死作用は示さないが，選択的に忌避さ
れる（8）。
　同じく赤潮原因種，Gymnodinium　breveについて
は1977年11月3日，佐賀県名護屋湾で発生した赤潮＊か
ら分離したものについて試験した。すなわち，本種の
濃度1．4×IO4細胞／m£の細胞懸濁液5　m2にワムシ10尾
を収容した（23℃）。24時間後全個体に異常は認められ
ず，このGymnodinizam　breveはワムシに対しても致
死作用を示さないことがわかった。
考察及び結論
　以上の実験結果から，Gymnodinizam’65年型種はワ
ムシに対してかなり強い致死作用をもつことが判明し
た。また，ワムシがG．’65年忌種によって死亡するの
は，その生細胞が存在する場合にかぎられること，増
殖の定常期になりG’65年型種の活力がおとろえると
致死効果も低下することがわかった。この致死効果が
G．’65年直江の生産した毒によるかという点について
は本実験では明確にされなかったが，もし，生産され
た毒によると仮定するなら，その毒はG．’65年伝言の
生きた細胞中に保持されてのみ致死作用を有すること
になる。このことはGatesら（6）がGonyaulax
monilataの魚に対する毒性について示した結果と全
く異なっており，赤潮生物の有害性に対する感受性が
動物の種類によって大きく異なる可能性があることを
示している。
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